
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府・東京電力は漁業関係者との約束を守れ！ 

ＡＬＰＳ処理水（トリチウム汚染水）海洋放出を 

直ちに中止せよ！ 

トリチウム汚染水～原発事故の汚染水を海に捨てるな
 

東京電力福島第一原発の過酷事故後に発生した汚染水が、今夏にも海洋放出されようと

している。 

 溶融核燃料を冷却した水と地下水などの混合汚染水が多核種除去装置（ＡＬＰＳ）で処

理され、敷地内のタンクに貯蔵されている。タンク内の「ＡＬＰＳ処理水」は満杯に近づ

いており、東電と政府は今年７月以降にも海洋放出する方針だ。 

 東電と政府は、「ＡＬＰＳ処理水」に含まれるトリチウムは放射線の力が弱く、外国で

も海洋放出されているとして安全性をアピールする。この「ＡＬＰＳ処理水」は、水素の

同位体であるトリチウム以外の放射性物質を「国の安全基準」を満たすよう浄化したもの

と説明する。つまり、トリチウムはＡＬＰＳでは除去できず、海水で大幅に薄めて海洋に

放出するのである。 

経済産業省によると、トリチウムは「自然界にも広く存在する放射性物質」で、海洋放

出による「環境や人体への影響は考えられない」とする。 

しかし、トリチウムに関しては、生物濃縮や遺伝子損傷の可能性を指摘する研究者が多

い。危険な放射性物質なのだ。 

 トリチウム汚染水をめぐり、韓国政府の視察団が５月２３～２４日、福島原発現地を訪

問した。韓国で多数派の野党は視察団派遣を「処理水放出を追認するイベント」と批判し

ている。視察団は追加の視察や資料提出を求めており、日本政府は誠実に対応すべきであ

る。水産物の消費が多い韓国では汚染水への反発が強く、福島など８県の水産物輸入禁止

も続けている。 

国際原子力機関（ＩＡＥＡ）が６月末までに公表する最終報告書を受けて、日本政府は

今夏にも海洋放出を始める計画だが、汚染水への懸念は何も払拭（ふっしょく）されてい

ない。 

５月１６日、東京・日比谷野外音楽堂で開催された集会で、社民党の福島みずほ党首は 

「汚染水を海に放出するなんて、あり得ない。これ以上、放射性物質を拡散させてはなら

ない」と訴えた。福島県の小名浜機船底曳網漁協の柳内孝之さんも、「東電は漁業者など

関係者の理解なしには『処理水』を処分しないとの約束を無視し、海洋放出するのか。漁

業者は納得していない」と怒りの声を上げた。 

 トリチウム汚染水の海洋放出は、岸田政権による原発回帰政策の一環である。海洋放出 

を何としても阻止しなければならない。社民党は院内外の反対運動と連帯し、全力を尽く 

す決意だ。 

（社会新報 2023年６月７日号より転載） 


